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ポンププローブ顕微鏡の一種である光熱顕微鏡(Photothermal microscopy)はポンプ光による誘起

屈折率変化をプローブ光で観測する顕微鏡システムであり超解像能力を有する。我々は安価なレ

ーザーダイオードを光源とし、プローブビーム掃引にガルバノミラーを用いた光熱顕微鏡の新し

い高感度、高解像かつ高速なイメージング技術を紹介する。 

以前我々が用いていた試料のピエゾステージの駆動によるスキャニングに替えてガルバノミラ

ーを採用することで高速掃引を実現した。600×600ピクセルの画像のピクセルレートおよびフレ

ームレートは、それぞれ 1 pixel/50μsおよび 1 frame/18sになり、従来試料のスキャンに用いられ

ていたピエゾステージの駆動と比較して 20分の 1の時間で同等の分解能、解像度のイメージを得

ることが可能になった。この高速イメージング技術は測定時に試料へ与える光損傷の影響を小さ

く抑えることができる。このイメージングシステムは、生命科学・医学において広く有用である。 

本研究で得た 3DイメージをGLMC(Grey Level Co-Occurrence Matrix)法に基づく画像解析で計算

されたパラメータが皮膚ガン診断への応用出来ることを見出した。正確な病理診断は皮膚がんの

治療に必須である。病理診断では病理医による認識が困難な症例がある AI(Artificial Intelligence)

による補助的なシステムはメラノーマの診断精度向上に必要である。3Dイメージの活用は病理診

断の補助的役割を果たす可能性がある。 

 
Fig. 1	
 Left: PT image of nevus sample; Right: PT image of malignant melanoma of mouse skin with 

488-nm pump and 638 nm probe. The frame size of the image is 600 × 600 pixels corresponding to a 

72-µm × 72-µm area, and the lock-in amplifier sensitivity is 1 mV. 
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